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上
田
の
玄
関
口
、

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
上

田
駅
前
に
あ
る
パ
レ
オ
と
い
う
ビ

ル
の
４
階
に
あ
り
ま
す
。
市
民
の

を
、
市
民
団
体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
他
）

や
地
元
の
大
学
と
も
協
働
し
な
が

ら
数
多
く
開
催
し
て
い
ま
す
。

よ
う
こ
そ
、

「
サ
ロ
ン
ト
ー
ク

in
真
田
丸
の
世
界
」へ

　

平
成
28
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
「
真
田
丸
」
放
映
に
向
け
て
、

こ
れ
か
ら
も
市
民
サ
イ
ド
か
ら

益
々
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
い

う
こ
と
で
、
上
田
市
の
「
わ
が
ま

ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
」
と
し

て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
上
田
図
書
館
倶

楽
部
が
主
催
し
、
上
田
情
報
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
と
共
催
、
上
田
ケ
ー
ブ

ル
ビ
ジ
ョ
ン
の
ご
協
力
の
も
と
、

「
サ
ロ
ン
ト
ー
ク
in
真
田
丸
の
世

界
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

上
田
市
は
じ
め
、「
真
田
丸
」
ゆ

か
り
の
地
は
大
河
ド
ラ
マ
の
ご
当

地
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
大

変
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
が
、

こ
れ
を
機
会
に
我
々
市
民
が
真
田

氏
の
こ
と
、
地
域
の
こ
と
に
つ
い

て
、
改
め
て
学
び
直
し
、
ま
た
誇

り
を
持
っ
て
、
遠
方
よ
り
訪
れ
る

お
客
様
に
上
田
の
歴
史
や
文
化
、

郷
土
の
良
さ
を
伝
え
た
い
。
ま
た
、

「
暮
ら
し
や
仕
事
に
役
立
つ
」
図

書
館
を
目
指
し
、
実
用
的
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、

「
千
曲
川
地
域
の
文
化
の
創
造
と

発
信
」
も
視
野
に
入
れ
た
各
種

の
講
座
、
及
び
文
化
イ
ベ
ン
ト

ゲ
ス
ト
は
元
上
田
市
立
博
物
館
館
長
・
上
田
女

子
短
期
大
学
非
常
勤
講
師
の
寺
島
隆
史
さ
ん
。

サ
ロ
ン
ト
ー
ク
の
タ
イ
ト
ル
は
、

「
関
ヶ
原
の
戦
い
と

昌
幸
家
臣
団
の
そ
の
後
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
上
田
図
書
館

倶
楽
部
の
紹
介

　

私
た
ち
は
、
上
田
情
報
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
を
拠
点
と
し
て
、
図

書
館
と
の
協
働
に
よ
る
情
報

サ
ー
ビ
ス
活
動
、
学
習
活
動
、

文
化
活
動
や
、
図
書
館
業
務
、

関
連
業
務
の
受
託
に
よ
り
〝
市

民
参
加
に
よ
る
幅
広
い
図
書
館

サ
ー
ビ
ス
〟
を
実
現
し
て
、
市

民
生
活
の
向
上
と
地
域
の
文
化

の
発
展
に
役
立
ち
た
い
と
、
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

ご
一
緒
に
活
動
し
て
く
だ
さ

る
市
民
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

子
供
や
孫
に
も
そ
の
こ
と
を
伝
え

て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
。
そ
ん
な

思
い
で
こ
の
「
サ
ロ
ン
ト
ー
ク
in
真

田
丸
の
世
界
」
を
企
画
し
ま
し
た
。
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昌
幸
・
信
幸
の
上
田
・
沼
田
分
立

と
家
臣
団

寺
島
さ
ん
（
以
下
敬
称
略
）：
関
ヶ

原
の
戦
い
に
お
い
て
、
真
田
昌
幸
と

信
繁
は
西
軍
に
、
信
幸
は
東
軍
に
と

敵
味
方
に
分
か
れ
た
が
、
そ
こ
に
至

る
前
段
と
し
て
、
沼
田
領
を
真
田
氏

が
自
分
の
領
土
と
し
た
と
こ
ろ
か
ら

み
て
い
き
た
い
。

・
天
正
８
年
（
一
五
八
〇
）、
武
田

勝
頼
の
命
に
よ
り
真
田
昌
幸
、
沼
田

城
を
攻
略
。
武
田
氏
の
家
臣
と
し
て

で
は
あ
る
が
、
昌
幸
の
権
限
の
及
ぶ

地
域
、
上
野
国
北
部
の
吾
妻
・
利
根

の
両
郡
一
帯
と
な
る
。

・
天
正
10
年
（
一
五
八
二
）、
武
田
・

織
田
両
氏
滅
亡
に
伴
う
周
辺
三
強
豪

（
上
杉
・
北
条
・
徳
川
）
に
よ
る
旧

武
田
領
取
り
合
い
の
大
争
乱
で
あ
っ

た
壬
午
の
乱
が
起
こ
る
。

・
壬
午
の
乱
の
徳
川
・
北
条
の
講
和

条
件
の
一
つ
が
、
真
田
氏
支
配
下
の

上
野
沼
田
（
吾
妻
を
含
む
）
を
北
条

氏
に
引
渡
す
（
北
条
勢
力
の
強
か
っ

た
佐
久
郡
ほ
か
は
徳
川
に
引
渡
す
）

と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
沼
田
領

の
件
は
、
後
々
ま
で
問
題
が
尾
を
引

く
こ
と
に
な
る
。

・
天
正
11
年
（
一
五
八
三
）
４
月
、

上
田
築
城
開
始
。
昌
幸
が
家
康
に
申

し
入
れ
て
、
上
杉
方
に
対
す
る
徳
川

方
の
最
前
線
の
重
用
基
地
と
し
て
、

家
康
の
命
令
で
築
城
工
事
開
始
と
考

え
ら
れ
る
。

寺
島
：
家
康
の
命
令
を
裏
付
け
る
も

の
と
し
て
、
上
田
城
普
請
を
督
励
し

た
伊
那
の
下
條
氏
宛
書
状
が
二
通
遺

さ
れ
て
い
る
。
下
條
氏
は
伊
那
に
お

け
る
家
康
配
下
の
最
も
有
力
な
武
士

で
あ
っ
た
。
そ
の
頃
、
家
康
は
甲
府

へ
出
て
き
て
い
た
。
昌
幸
の
要
請
を

受
け
た
形
で
、
佐
久
小
県
の
敵
対
す

る
相
手
を
討
つ
目
的
だ
っ
た
。

・
同
年
７
月
に
は
昌
幸
の
重
臣
で
沼

田
城
代
の
矢
沢
綱
頼
、
北
条
氏
か
ら

沼
田
城
に
派
遣
さ
れ
た
、
沼
田
城
引

渡
し
を
求
め
る
使
者
を
斬
る
。（
真

田
氏
、
実
質
的
に
家
康
と
手
切
れ
）

・
そ
れ
以
降
、
同
13
年
ま
で
の
真
田

氏
は
、
上
杉
よ
り
の
姿
勢
な
が
ら
独

立
の
形
。

・
そ
の
間
、
天
正
12
年
に
昌
幸
は
、

室
賀
氏
当
主
正
武
を
滅
ぼ
す
。
家
康

か
ら
真
田
を
殺
す
よ
う
命
じ
ら
れ
て

い
た
室
賀
を
返
り
討
ち
に
し
た
形
。

寺
島
：
室
賀
正
武
の
子
孫
に
残
さ
れ

た
系
図
に
、
正
武
は
家
康
か
ら
命
を

受
け
て
真
田
の
殺
害
を
図
っ
た
が
、

失
敗
し
て
殺
さ
れ
た
と
書
か
れ
て
い

る
。

・
天
正
13
年
（
一
五
八
五
）
に
な
り
、

沼
田
を
北
条
方
に
引
渡
す
よ
う
に
と

の
徳
川
の
改
め
て
の
指
示
を
拒
否
し

て
、
い
よ
い
よ
徳
川
軍
の
攻
撃
を
受

け
そ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
昌
幸
は
上

杉
景
勝
の
救
援
を
要
請
し
て
正
式
に

上
杉
に
従
属
。

・
天
正
13
年
閠
８
月
、
真
田
対
徳
川

の
第
一
次
上
田
合
戦
起
こ
る
。
そ
の

直
後
に
上
杉
勢
に
よ
り「
伊
勢
崎
城
」

（
後
、
上
田
城
と
改
称
）
増
強
普
請
。

・
天
正
14
年
（
一
五
八
五
）、
家
康
、

真
田
再
征
の
軍
を
起
こ
す
。
秀
吉
も

そ
れ
を
承
認
し
、
上
杉
景
勝
に
対
し

て
も
真
田
を
助
け
な
い
よ
う
指
令
。

し
か
し
、
景
勝
に
よ
る
秀
吉
へ
の
強

い
働
き
か
け
に
よ
り
、
家
康
の
真
田

再
征
は
中
止
に
。

   

上
田
城
主
真
田
昌
幸
・
沼
田
城

主
真
田
信
幸

寺
島
：
さ
て
、
家
康
が
秀
吉
に
臣

従
し
、
次
は
北
条
氏
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
が
、
北
条
氏
は
沼
田
問
題
決

着
を
出
仕
の
条
件
と
し
た
。
昌
幸
は

聞
か
ざ
る
を
得
な
い
と
判
断
、
天
正

16
年
、
矢
沢
頼
綱
を
沼
田
か
ら
呼
び

戻
し
、
替
わ
っ
て
長
男
信
幸
を
沼
田

城
へ
入
れ
た
。

・
天
正
17
年
（
一
五
八
九
）、
秀
吉

の
裁
定
に
よ
り
沼
田
城
と
沼
田
領
の

三
分
の
二
が
北
条
氏
に
引
渡
さ
れ

る
。
そ
の
分
の
替
地
は
信
幸
が
、
伊

那
郡
で
家
康
よ
り
給
さ
れ
る
。

・
同
年
11
月
、
真
田
方
に
残
さ
れ
た

名
胡
桃
城
を
北
条
勢
が
奪
い
取
る
。

こ
の
裁
定
違
反
を
怒
っ
た
秀
吉
、
北

条
氏
討
伐
を
決
定
。

・
天
正
18
年
（
一
五
九
〇
）、
小
田

原
合
戦
。
北
条
氏
滅
亡
し
秀
吉
に
よ

る
全
国
統
一
達
成
。

○
沼
田
領
は
真
田
氏
に
返
還
さ
れ
、

小
県
・
吾
妻
・
利
根
三
郡
に
わ
た
る

真
田
領
確
定
。

○
こ
れ
以
降
、
信
幸
が
沼
田
城
主
と

し
て
、
上
田
領
（
小
県
）
と
は
独
立

し
た
形
で
吾
妻
・
利
根
両
郡
を
支
配
。

沼
田
へ
の
一
部
重
臣
の
移
住

・
矢
沢
頼
幸
、
大
熊
靭
負
、
木
村
渡

右
衛
門
ほ
か
、
昌
幸
の
主
要
家
臣
の

一
部
が
、
昌
幸
の
命
に
よ
っ
て
で
あ

一
、関
ヶ
原
の
戦
い
前
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し
て
の
立
場
の
家
康
の
命
令
を
受
け

て
、
会
津
へ
と
出
陣
。

真
田
父
子
東
西
両
陣
営
に
分
か
れ
る

・
家
康
が
会
津
へ
向
け
て
大
坂
城
を

発
っ
た
後
、
石
田
三
成
ら
が
毛
利
輝

元
を
総
大
将
に
担
ぎ
出
し
て
、
反
徳

川
の
兵
を
あ
げ
た
。こ
ち
ら
を
西
軍
、

家
康
方
を
東
軍
と
呼
ぶ
。

・
西
軍
か
ら
の
決
起
を
知
ら
せ
る
７

月
17
日
付
の
檄
文
が
、
会
津
征
討
途

上
、
下
野
（
栃
木
県
）
に
い
た
真
田

昌
幸
の
下
に
21
日
に
は
届
き
、
真
田

父
子
三
人
の
協
議
が
犬
伏（
佐
野
市
）

で
行
わ
れ
た
。

・
そ
の
結
果
、
昌
幸
と
信
繁
は
西
軍

に
付
こ
う
と
し
て
、
そ
の
21
日
夜
に

は
上
田
城
へ
引
き
返
す
べ
く
、
犬
伏

の
陣
を
引
払
っ
て
い
る
。
一
方
信
幸

は
東
軍
に
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。

東
西
に
分
か
れ
た
理
由

・
信
幸
の
妻
小
松
殿
は
家
康
の
重
臣

寺
島
：
関
ヶ
原
の
戦
い
は
、
家
康
方

と
石
田
三
成
方
の
合
戦
と
い
う
わ
け

だ
が
、
少
し
前
ま
で
は
豊
臣
方
と
徳

川
方
の
合
戦
な
ど
と
さ
れ
て
い
た
。

家
康
は
、
あ
く
ま
で
豊
臣
家
の
一
の

家
来
と
い
う
立
場
で
あ
っ
た
。

秀
吉
の
死
と
家
康
の
上
杉
討
伐

・
豊
臣
秀
吉
、慶
長
３
年（
一
五
九
八
）

８
月
、
伏
見
城
で
没
す
。
こ
の
後
、

徳
川
家
康
は
秀
吉
の
遺
言
を
無
視
し

て
権
力
強
化
に
は
げ
み
、
秀
吉
の
子

秀
頼
の
重
臣
と
い
う
形
な
が
ら
、
政

務
を
独
裁
的
に
み
る
よ
う
に
な
る
。

・
そ
し
て
、
前
田
利
家
の
跡
を
継
い

だ
利
長
を
屈
服
さ
せ
た
の
に
続
い

て
、
会
津
に
移
さ
れ
て
い
た
上
杉
景

勝
が
豊
臣
家
へ
の
謀
反
を
企
て
て
い

る
と
し
て
、慶
長
５
年
（
一
六
〇
〇
）

に
会
津
征
討
の
軍
を
起
こ
す
。

・
真
田
昌
幸
も
、
豊
臣
家
の
宰
相
と

ろ
う
が
、
信
幸
の
側
近
と
し
て
、
そ

の
治
政
補
佐
の
た
め
に
沼
田
へ
派
遣

さ
れ
た
。

・
矢
沢
の
場
合
は
信
州
の
知
行
を
半

分
返
上
し
て
、代
り
は
上
州
で
支
給
、

が
分
か
っ
て
い
る
。

寺
島
：
表
１
は
昌
幸
と
信
幸
が
発

行
し
た
文
書
の
奉
書
（
主
君
の
命
を

承
っ
て
奉
じ
て
出
す
家
臣
の
名
前
）

で
あ
る
。
信
幸
文
書
の
大
熊
、木
村
、

出
浦
に
つ
い
て
は
、
昌
幸
が
召
し
抱

え
た
家
臣
で
あ
っ
た
。

本
多
忠
勝
の
娘
だ
っ
た
。
ま
た
、
秀

吉
没
後
の
信
幸
の
徳
川
へ
の
接
近
は

あ
か
ら
さ
ま
で
も
あ
っ
た
。
一
方
、

信
繁
は
西
軍
の
中
心
人
物
の
ひ
と
り

大
谷
吉
継
の
娘
を
妻
と
し
て
い
た
。

・
右
の
よ
う
な
姻
戚
関
係
の
ほ
か
、

昌
幸
と
し
て
は
戦
火
を
交
え
て
さ
え

い
る
家
康
に
対
す
る
不
信
感
は
強
い

も
の
が
あ
っ
た
か
。

・
ま
た
、
こ
の
決
断
は
上
杉
景
勝
征

討
途
上
で
な
さ
れ
た
、
と
い
う
点
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
。

・
昌
幸
は
第
一
次
上
田
合
戦
の
前
後

に
、
上
杉
景
勝
か
ら
受
け
た
支
援
に

対
す
る
恩
義
の
思
い
も
強
か
っ
た
の

で
は
、
と
み
ら
れ
る
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
景
勝
が
豊
臣
政
権
に
対
し
て

反
逆
を
企
て
て
い
る
、
と
い
う
言
い

が
か
り
を
つ
け
て
の
征
討
軍
に
心
な

ら
ず
も
従
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

・
そ
こ
へ
の
知
ら
せ
で
あ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
即
座
に
西
軍
加
担
を
決
意

し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

・
打
算
で
東
西
に
分
か
れ
た
な
ど
と

も
言
わ
れ
る
。
こ
の
点
は
、
結
果
と

し
て
家
の
存
続
に
つ
な
が
る
の
な

ら
父
子
引
き
分
か
れ
も
よ
い
か
、
と

い
っ
た
程
度
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
。

徳
川
秀
忠
軍
の
上
田
城
攻
め
（
第

二
次
上
田
合
戦
）　

戦
後
処
分

・
西
軍
の
敗
北
に
終
わ
っ
た
関
ヶ
原

合
戦
の
結
果
、
昌
幸
・
信
繁
の
命
は

な
か
っ
た
は
ず
の
と
こ
ろ
、
東
軍
に

つ
い
た
信
幸
の
助
命
嘆
願
に
よ
り
、

父
子
は
高
野
山
へ
流
罪
と
な
る
。

寺
島
：
上
田
城
が
破
却
さ
れ
た
後
、

信
幸
は
上
田
領
を
受
け
継
ぎ
、
現
在

の
上
田
高
校
の
場
所
に
屋
敷
を
設
け

た
。一
方
、沼
田
城
は
そ
の
ま
ま
だ
っ

た
の
で
、
上
田
と
重
臣
を
分
け
て
支

配
す
る
よ
う
に
な
る
。

二
、関
ヶ
原
の
戦
い

表１　昌幸、信幸発給
　　　文書の奉者

（担当奉行）
天正 18年〜慶長５年

昌幸文書の担当者
（上田）

池田甚次郎
（後、長門守）

石井喜左衛門
河野清右衛門
赤 羽 次 平
宮坂八右衛門

信幸文書の担当者
（沼田）

大 熊 靱 負
木村渡右衛門
　　・五兵衛
（後、土佐守）

出浦上総介
（後、対馬守）

北　能登守
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八
月
五
日　

信
之
（
花
押
）

　
　
　
　

飯
嶋
市
丞
殿

　
宮
坂
八
右
衛
門
宛
真
田
信
之
判
物

　
　
　

以
上

向
後
奉
公
致
す
べ
き
由
に
候
条
、
本
知
行
五

拾
貫
文
出
し
置
き
候
。
猶
戦
功
に
依
り
加
増

せ
し
む
べ
き
者
也
、

辛
丑

　

八
月
五
日　

信
之
（
花
押
）

　
　
　
　

宮
坂
八
右
衛
門
殿

　
矢
沢
忠
兵
衛
頼
幸
宛
真
田
信
之
判
物

　
　
　

以
上

小
県
郡
今
度
改
め
申
し
付
け
候
間
、
其
の
方

本
領
五
百
貫
文
異
儀
無
く
出
し
置
き
申
し

候
。
年
来
別
し
て
奉
公
候
間
、
重
ね
て
一
所

申
し
付
く
べ
く
候
。
い
よ
い
よ
奉
公
を
抽
ん

で
ら
る
べ
き
者
也
。

辛
丑

　

八
月
五
日　

信
之
（
花
押
）

　
　

矢
沢
忠
兵
衛
殿

寺
島
：
こ
れ
ら
は
、
そ
の
書
き
出
し

の
文
言
に
よ
り
こ
の
史
料
の
と
お
り

三
通
り
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

飯
嶋
と
宮
坂
は
昌
幸
の
旧
家
臣
だ
っ

た
た
め
、「
別
し
て
」
ま
た
は
「
向
後
」

奉
公
す
る
の
で
と
い
う
形
。
矢
沢
は

そ
の
ま
ま
引
き
続
い
て
信
之
の
家
臣

で
あ
る
た
め
事
務
的
に
「
小
県
は
今

度
改
め
る
の
で
」
と
し
て
い
る
。

寺
島
：
さ
て
、
昌
幸
の
家
臣
団
は
ど

う
な
っ
た
か
。
昌
幸
の
家
臣
は
大
部

分
を
信
之
が
引
き
継
い
だ
と
言
わ
れ

て
き
た
が
、
あ
ら
た
め
て
信
之
に
召

し
抱
え
ら
れ
、
配
属
替
え
さ
れ
た
者

が
い
た
反
面
、
こ
れ
を
機
に
真
田
家

を
去
っ
て
浪
人
に
な
っ
た
者
も
少
な

か
ら
ず
あ
っ
た
よ
う
だ
。

・
東
軍
に
つ
い
た
信
之
（
信
幸
）
は
、

以
前
か
ら
の
沼
田
領
に
あ
わ
せ
、
父

昌
幸
領
だ
っ
た
上
田
領（
＝
小
県
郡
）

も
支
配
す
る
こ
と
に
な
る
。

・
慶
長
６
年
（
一
六
〇
一
）
前
半
に

徳
川
方
の
在
番
の
手
で
上
田
城
の
破

却
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
上
で
上
田
領

が
信
之
に
引
渡
さ
れ
た
か
。

・
信
之
は
慶
長
６
年
８
月
に
上
田
領

の
家
臣
や
寺
社
に
宛
て
、
一
斉
に
次

の
よ
う
な
知
行
宛
行
状
・
同
安
堵
状

や
寄
進
状
を
発
給
。

　
飯
嶋
市
丞
宛
真
田
信
之
判
物

　
　
　

以
上

別
し
て
奉
公
致
す
べ
き
の
由
に
候
条
、
本
知

行
百
貫
文
異
儀
無
く
出
し
置
き
候
。
向
後
い

よ
い
よ
功
を
励
む
に
於
い
て
は
、
一
所
宛
行

う
べ
く
候
。
以
上
。

辛
丑

（
資
料
２
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

・
沼
田
の
士
で
あ
っ

た
恩
田
伊
賀
守
が
真

田
昌
幸
に
臣
従
し
た

の
は
天
正
10
年
６
月

の
、
織
田
信
長
滅
亡

直
後
の
こ
と
だ
っ
た

が
、
同
年
６
月
の
恩

田
宛
昌
幸
知
行
判
物

の
書
出
し
は
「
向
後

忠
勤
を
励
ま
る
べ
き

旨
に
候
の
間
…
」
と

あ
り
、
次
の
10
月
発

給
の
も
の
で
は
「
別

し
て
忠
節
有
る
べ
き

の
由
に
候
間
…
」
と

あ
る
。

・
信
之
が
小
県
を
領

す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
親
が
隠
居
し

た
跡
を
継
い
だ
と
い
う
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
上
田
城
攻
防
戦
で
は
、
昌

幸
の
旧
臣
は
徳
川
勢
と
戦
っ
た
わ
け

で
も
あ
り
、
当
然
な
が
ら
一
応
の
け

じ
め
が
必
要
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
そ

の
よ
う
な
事
情
の
中
で
、
天
正
18
年

以
降
、
信
幸
が
沼
田
城
主
に
な
っ
て

上
田
を
離
れ
て
か
ら
の
昌
幸
の
召
抱

え
家
臣
に
付
い
て
は
、「
向
後
」
と
、

新
規
召
抱
え
の
形
を
と
っ
た
も
の
で

は
な
い
か
。

・
右
の
小
県
（
上
田
領
）
の
家
臣
へ

の
知
行
給
付
・
安
堵
と
同
時
に
、
寄

親
・
同
心
の
大
幅
な
編
成
替
え
が
行

な
わ
れ
た
。
そ
の
状
況
に
つ
い
て
判

明
す
る
分
は
表
３
の
と
お
り
。

三
、信
之
（
信
幸
）の
上
田
領
相
続
と
家
臣
団
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四
、上
田
の
商
人
と
な
っ
た
家
臣
た
ち

上
田
城
下
町
の
商
人
に
な
っ
た
宮
下
氏

　
（
資
料
８
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

　

さ
て
、
こ

の
真
田
昌

幸
感
状
は
、

天
保
14
年

（
一
八
四
三
）

編
纂
の
『
真

田
家
御
事
蹟

稿
』
に
収
録

さ
れ
て
お

り
、
こ
こ
で

は
「
小
県
郡

上
田
海
野
町

宮
下
五
郎
右

衛
門
所
蔵
」

と
あ
る
。
本

文
書
は
江
戸
時
代
に
は
上
田
の
町
人

宮
下
氏
所
蔵
。
つ
ま
り
、
真
田
昌
幸

の
家
臣
で
あ
っ
た
宮
下
善
七
郎
の
子

孫
は
上
田
町
の
商
人
に
な
っ
て
い
た

の
だ
っ
た
。
宮
下
氏
宛
て
の
真
田
昌

幸
朱
印
状
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
天
正

13
年
の
状
と
慶
長
元
年（
一
五
九
六
）

屋
号
の
町
屋
と
し
て
上
田
城
下
町
に

残
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

・
関
ヶ
原
合
戦
（
第
二
次
上
田
合
戦
）

後
、
昌
幸
の
家
臣
は
大
部
分
を
信
之

が
引
き
継
い
だ
と
言
わ
れ
て
き
た

の
役
請
取
状
が
あ
り
、
こ
の
二
通
は

宮
下
太
兵
衛
宛
て
と
な
っ
て
い
る
。

（
現
在
は
三
通
と
も
に
上
田
市
立
博

物
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
）

　

宮
下
氏
の
家
譜
に
よ
れ
ば
、
善
七

郎
と
太
兵
衛
は
父
子
で
あ
る
と
も
同

一
人
で
あ
る
と
も
い
う
が
、
太
兵
衛

は
「
昌
幸
公
改
易
の
後
漂
白
」
と
も

「
戦
場
に
於
て
蹇
病
身
に
成
る
」
と

も
あ
る
。
慶
長
５
年
の
上
田
籠
城
戦

で
脚
を
負
傷
し
て
身
障
者
に
な
っ
た

ら
し
く
、
そ
れ
も
あ
っ
て
真
田
家
を

辞
し
た
も
の
ら
し
い
。
太
兵
衛
自
身

か
そ
の
子
の
代
か
は
、
は
っ
き
り
し

な
い
が
、
上
田
に
戻
っ
て
海
野
町
で

米
穀
商
に
な
っ
た
と
も
見
え
る
。
昌

幸
文
書
を
三
通
も
伝
え
た
一
方
で
、

信
之
の
も
の
は
な
い
点
よ
り
み
て

も
、
宮
下
太
兵
衛
が
上
田
合
戦
後
、

浪
人
し
た
こ
と
は
確
か
と
言
っ
て
よ

い
。

遠
州
屋
久
左
衛
門
所
蔵
の
神
尾
文
書

　
（
資
料
３
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

　

こ
れ
ら
神
尾
氏
宛
て
武
田
信
玄
朱

の
点
か
ら
み
て
、
神
尾
氏
は
関
ヶ
原

の
合
戦
後
に
転
身
し
、
上
田
宿
形
成

が
、
実
際
に
は
こ
れ
を
機
に
真
田
家

を
去
っ
た
も
の
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ

た
と
み
ら
れ
る
。

印
状
等
七
通
の
古
文
書
と
も
う
一
通

計
八
通
を
所
蔵
し
て
い
た
上
田
城
下

原
町
の
遠
州
屋
久
左
衛
門
は
、
宛
て

先
で
あ
る
神
尾
氏
の
子
孫
で
あ
っ
た

と
み
て
よ
い
。

　

永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
神
尾
惣

左
衛
門
尉
宛
武
田
信
玄
宛
行
状
に
よ

り
、
遠
州
の
本
貫
地
を
離
れ
た
惣
左

衛
門
は
、
武
田
氏
の
家
臣
と
な
り
、

染
屋
（
現
上
田
市
）
の
地
の
居
屋
敷

と
、
そ
の
近
辺
の
所
領
を
宛
行
わ
れ

た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

元
亀
３
年
（
一
五
七
二
）
の
神
尾

宗
大
夫
宛
武
田
信
玄
安
堵
状
を
み
る

と
、
宗
大
夫
は
信
玄
よ
り
「
遠
州
内

本
領
」
を
安
堵
（
保
証
・
確
認
）
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
、
神
尾
氏
は

遠
江
国
（
静
岡
県
）
出
身
と
分
か
る

が
、
神
尾
文
書
の
所
蔵
者
久
左
衛
門

の
家
の
屋
号
も
「
遠
州
屋
」
で
あ
り
、

先
祖
の
出
身
地
を
屋
号
と
し
て
い
た

も
の
と
み
ら
れ
る
。

真
田
昌
幸
に
臣
属
し
た
神
尾
氏

　

上
田
市
立
博
物
館
に
は
、
神
尾
淡

当
初
の
問
屋
に
な
っ
た
、
と
考
え
て

間
違
い
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

・
表
３
の
左
襴
の
人
物
は
昌
幸
の
主

要
家
臣
の
一
部
だ
が
、
こ
の
12
名
の

う
ち
、
信
之
の
家
臣
に
な
る
の
を
い

路
守
宛
真
田
昌
幸
朱
印
状
一
通
と
、

同
信
之
の
朱
印
状
お
よ
び
黒
印
状
各

一
通
ず
つ
、
寄
託
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
真
田
文
書
は
、
神
尾
氏
旧
蔵
の

文
書
の
一
部
で
あ
り
、三
通
の
う
ち
、

特
に
真
田
信
之
朱
印
状
は
上
田
宿
形

成
に
関
わ
る
貴
重
な
文
書
で
あ
る
。

　
（
資
料
５
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

　

慶
長
11
年
（
一
六
〇
六
）
10
月
の

真
田
信
之
朱
印
状
は
、
上
田
城
下
の

海
野
町
の
七
人
と
原
町
の
三
人
の
者

が
家
を
能
く
作
っ
た
の
で
、
以
後
客

用
の
宿
所
を
申
し
付
け
る
こ
と
に
す

る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
文
書
に
特
定
の
宛
名
は
な
い

が
、
神
尾
淡
路
守
宛
真
田
昌
幸
朱
印

状
と
セ
ッ
ト
で
原
本
が
見
出
さ
れ
た

こ
と
か
ら
み
て
も
、
や
は
り
神
尾
氏

旧
蔵
文
書
の
一
つ
と
み
て
誤
り
な

く
、
神
尾
氏
が
当
時
の
上
田
宿
に
関

わ
る
主
要
な
職
務
に
あ
っ
た
こ
と
を

窺
わ
せ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
神
尾
氏
は
真
田
家

の
松
代
移
封
後
も
、
遠
州
屋
と
い
う

さ
ぎ
よ
し
と
し
な
か
っ
た
の
か
、
家

臣
と
な
っ
た
の
は
半
分
以
下
で
あ
る
。

宮下善七郎宛真田昌幸感状（上田市立博物館蔵）
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参
加
者
と
の
交
流

【
１
】
昌
幸
と
幸
村
を
高
野
山
に
流
し
た

の
は
何
故
か
。
現
代
人
の
我
々
の
感
覚
だ

と
、
同
じ
関
西
に
置
い
て
お
く
の
は
危
な

い
ん
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
し
ま
う
の
で

す
が
。

寺
島
：
高
野
山
に
流
す
と
い
う
こ
と

は
、
修
行
し
、
蟄
居
し
て
い
ろ
と
、

私
の
感
覚
だ
と
島
流
し
と
同
じ
だ
と

思
う
の
で
す
。
そ
れ
に
、
家
来
も
わ

ず
か
で
す
し
、
大
阪
城
に
入
る
な
ど

と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
、
大

丈
夫
だ
ろ
う
と
、
全
く
問
題
に
し
て

は
い
な
か
っ
た
の
で
は
。

【
２
】
真
田
と
い
う
と
忍
び
・
草
の
者
の

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
実
在
し
た
と

い
う
痕
跡
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
庶
民

の
私
た
ち
か
ら
見
る
と
ロ
マ
ン
が
あ
る
の

で
、
先
生
の
専
門
外
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

分
か
る
範
囲
で
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。　

寺
島
：
確
か
な
こ
と
は
分
か
ら
な
い

が
、
そ
れ
に
近
い
人
が
い
た
と
い
う

こ
と
は
あ
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。
真
田

領
は
広
範
囲
だ
っ
た
の
で
、
連
絡
す

る
に
は
普
通
の
家
来
が
行
っ
た
の
で

は
用
を
な
さ
な
い
。
修
験
者（
山
伏
）

と
み
ら
れ
る
人
が
連
絡
を
と
っ
て
い

た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す

が
、
忍
び
の
存
在
が
分
か
る
確
か
な

資
料
は
な
い
で
す
ね
。
あ
れ
ば
お
も

し
ろ
い
と
思
い
ま
す
が
（
笑
）。

【
３
】
何
か
の
資
料
で
、
望
月
六
郎
と
い

う
い
わ
ゆ
る
十
勇
士
と
同
じ
名
前
の
人
が

い
た
と
い
う
記
録
を
見
た
気
が
す
る
の
で

す
が
。

寺
島
：
真
田
十
勇
士
の
も
と
に
な
る

人
は
い
ろ
い
ろ
な
物
語
に
で
て
き
ま

す
が
、
大
正
時
代
に
出
た
立
川
文
庫

で
一
躍
有
名
に
な
っ
た
の
で
す
ね
。

望
月
と
い
う
家
臣
は
松
代
藩
士
に
は

い
た
が
、
上
田
で
仕
え
て
い
た
と
い

う
記
録
は
な
い
で
す
ね
。
望
月
と
い

う
名
字
は
北
佐
久
の
望
月
に
ち
な
む

も
の
で
す
が
、
山
梨
県
に
大
変
多
い

苗
字
で
す
。

【
４
】
今
日
の
テ
ー
マ
は
、
昌
幸
家
臣
団

は
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
私
の
伯
父
は
、「
う
ち
の
先
祖
は

殿
様
と
一
緒
に
真
田
か
ら
上
田
へ
下
り
て

来
た
が
、
関
が
原
で
負
け
た
の
で
武
士
か

ら
百
姓
に
戻
っ
た
」
と
何
の
証
拠
も
あ
り

ま
せ
ん
が
話
し
て
い
ま
し
た
。
殿
様
と
は

昌
幸
侯
の
こ
と
な
ん
で
す
が
、
皆
さ
ん
の

中
に
も
、
先
祖
が
関
が
原
で
負
け
た
の
で

ま
た
百
姓
に
戻
っ
た
と
か
、
町
人
に
な
っ

た
と
か
聞
い
て
お
ら
れ
る
方
は
い
ま
す

か
。

【
５
】
あ
る
古
文
書
を
整
理
し
て
い
た
ら
、

高
野
山
に
配
流
さ
れ
た
家
臣
が
16
名
い
た

と
い
う
史
料
を
見
つ
け
て
コ
ピ
ー
し
て
あ

り
ま
す
が
、
先
生
の
お
話
で
は
あ
や
し
い

と
の
こ
と
で
す
ね
。

寺
島
：
基
に
な
っ
て
い
る
の
は
多
分
、

先
程
ご
覧
に
な
っ
た
「
房
州
様
高
野

御
入
御
供
之
衆
」だ
と
思
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
ど
う
も
確
か
な
も
の
で
は
な

い
よ
う
で
す
。
た
だ
、
こ
の
う
ち
の

何
人
か
は
随
行
し
て
い
て
、
そ
の

人
た
ち
は
自
ら
進
ん
で
流
罪
に
な
っ

た
、
そ
の
く
ら
い
の
つ
も
り
で
は
な

か
っ
た
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

【
６
】
昌
幸
・
信
繁
が
九
度
山
に
行
っ
た

と
き
、
家
臣
は
何
名
く
ら
い
つ
い
て
行
っ

た
ん
で
す
か
。

寺
島
：
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
分
か

ら
な
い
が
、
せ
い
ぜ
い
10
人
位
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
先
程
の
16
人
の

中
で
は
、
池
田
、
高
梨
、
窪
田
、
川

野
、
青
木
、
三
井
、
青
柳
く
ら
い
で

す
か
ね
。
そ
れ
か
ら
ま
た
、
先
程
ご

覧
い
た
だ
い
た
慶
長
６
年
真
田
信
之

安
堵
状
の
飯
嶋
市
丞
も
、
昌
幸
の
主

要
家
臣
の
ひ
と
り
で
す
。
市
丞
の
子

孫
は
松
代
に
つ
い
て
行
く
わ
け
で
す

が
、寛
永
７
年
に
「
四
十
八
騎
浪
人
」

と
い
う
、
主
要
家
臣
の
う
ち
48
名
が

い
っ
せ
い
に
脱
藩
す
る
と
い
う
事
件

が
起
こ
っ
て
、
そ
の
う
ち
の
ひ
と
り

と
し
て
元
の
知
行
地
へ
戻
っ
て
き
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
の
子
孫
は
現
在
も

丸
子
に
お
住
ま
い
で
す
。
同
じ
く
、

小
林
右
近
宛
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す

が
、
昌
幸
の
家
来
で
あ
っ
た
け
れ
ど

そ
の
ま
ま
や
め
て
し
ま
っ
た
の
か
、

子
孫
は
長
和
町
に
お
住
ま
い
で
す
。

屋
号
の
町
屋
と
し
て
上
田
城
下
町
に

残
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

の
点
か
ら
み
て
、
神
尾
氏
は
関
ヶ
原

の
合
戦
後
に
転
身
し
、
上
田
宿
形
成

当
初
の
問
屋
に
な
っ
た
、
と
考
え
て

間
違
い
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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ようこそ、
「ブックカフェつつじ」へ
　「つつじ」は上田駅の正面にある駅前ビル
パレオ４階の上田情報ライブラリー「ことば
の繭ホール」にて営業しています。
　メニューは挽きたてのコーヒー、烏龍茶、
紅茶、ジュース、それにトースト。トースト
と飲み物のセットも好評です。
　運営しているのはＮＰＯ法人上田図書館倶
楽部。図書館の中にある喫茶店は全国でもめ
ずらしいそうです。
　この冊子を手にとった皆さんも、上田駅を
降りたら、まず、情報ライブラリーで真田に
関する情報を、そして、つつじで美味しいコー
ヒーを味わってみませんか。スタッフ一同、
おもてなしの精神でお待ちしております。

リーフレット内の資料について
　今回のサロントークの中で資料の内容は上田情報ライ
ブラリー「ことばの繭ホール」にある「ブックカフェつ
つじ」にて閲覧できます（サロントークで使われた資料
のコピー）。閲覧を希望される方はスタッフへお声をお
掛けください。
　また、図書館倶楽部ホームページ「サロントーク in
真田丸の世界」に上田情報ライブラリー、上田市立博物
館のリンクリストを用意しました。ご活用ください。

諸
国
道
中
商
人
鑑　

　
江
戸
時
代
後
期
、
中
山
道
か
ら
善
光
寺
道
の
宿
々
に
あ
っ
た
諸
商
家
の
有
様
を
記
し
た
案
内
書
。

信
濃
国
上
田
分
で
は
掲
載
料
を
払
っ
た
43
軒
が
載
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
商
家
の
中
に
は
、
関
ヶ
原

合
戦
後
、
町
人
に
な
っ
た
そ
の
子
孫
が
営
む
も
の
も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。 上田城跡

←長野

←別所温泉

軽井沢→

東京→

池波正太郎
真田太平記館

上田駅
お城口（出口）

温泉口（出口）

千曲川

上田情報
ライブラリー

（駅前ビル
  パレオ４階）

しなの鉄道・北陸新幹線

上田電鉄 別所線
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